
令和３年５月１０日現在

《平成２９年度人間科学部心理学科入学者》

大学において修めることが必要な科目 該当する専修大学の授業科目名
科目数の要件

(授業科目の数ではありません)

イ 心理学概論 「心理学概論A」

ロ 臨床心理学概論 「心理学概論B」

ハ 心理学研究法 「心理学研究法」　注１）

ニ 心理学統計法 「心理学データ解析１A」

ホ 心理学実験 「心理学基礎実験１」

イ 知覚・認知心理学 「認知心理学A」　または　「知覚心理学A」　

ロ 学習・言語心理学 「学習心理学A」　または　「基礎心理学特殊講義９」

ハ 感情・人格心理学 「人格心理学A」

ニ 神経・生理心理学 「生理心理学B」　または　「基礎心理学特殊講義１」　

ホ 社会・集団・家族心理学 「社会心理学B」

ヘ 発達心理学 「発達心理学A」　または　「心理学特殊講義１０」

ト 障害者・障害児心理学 「心理学特殊講義１」

イ 心理的アセスメント 「心理的アセスメント」

ロ 心理学的支援法 「臨床心理学A」　または　「心理学特殊講義４」　

ハ 心理演習 「心理演習１」　および　「心理演習２」　（両科目とも必要）

ニ 心理実習 「臨床心理学実習Ａ」　および　「臨床心理学実習B」　（両科目とも必要）

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義８」　注２）

ロ 福祉心理学 「心理学特殊講義５」

ハ 教育・学校心理学 「教育・学校心理学」

ニ 司法・犯罪心理学 「犯罪心理学A」

ホ 産業・組織心理学 「産業・組織心理学」

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義８」　注２）

ロ 人体の構造と機能及び疾病 「人体の構造と機能及び疾病」

ハ 精神疾患とその治療 「精神病理学A」

注１）この授業科目は平成３０年度新規開講科目です。必修科目の「心理学研究法１」「心理学研究法２」とは別科目です。

公認心理師法施行規則附則第３条で定める科目に対する専修大学における授業科目該当一覧

　　　　　　　　　　　※平成５年度以前入学者のカリキュラムでは、公認心理師科目の学部要件を満たすことが出来ませんので、平成５年度以前入学者についての一覧はありません。

　　　　　　　　　　　※この一覧は今後変更されることがあります。常に最新版をご確認の上でご参照ください。

　　　　　　　　　　　※受験資格の要件が満たされているかどうかについては、大学では判断いたしかねます。受験資格が得られるかどうかの確認等については、公認心理師国家試験
　　　　　　　　　　　　　指定試験機関の一般財団法人日本心理研修センターにお問い合わせください。

第５号

１科目
（第４号の２科目のうちの１つが
イの場合は、第５号はロハから。

そうでなければイロハから。）

注２）この授業科目は、第４号イか第５号イのいずれか一方の科目にのみ該当させることができます。

施行規則附則第３条

第１号
３科目

(第１号のイロハニホから)

第２号
４科目

(第２号のイロハニホヘトから)

第３号
２科目

(第３号のイロハニから)

第４号
２科目

(第４号のイロハニホから)
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《平成２８年度人間科学部心理学科入学者》

大学において修めることが必要な科目 該当する専修大学の授業科目名
科目数の要件

(授業科目の数ではありません)

イ 心理学概論 「心理学概論A」

ロ 臨床心理学概論 「心理学概論B」

ハ 心理学研究法 「心理学研究法」　注１）

ニ 心理学統計法 「心理学データ解析１A」

ホ 心理学実験 「心理学基礎実験１」

イ 知覚・認知心理学 「認知心理学A」　または　「知覚心理学A」　

ロ 学習・言語心理学 「学習心理学A」　または　「基礎心理学特殊講義９」

ハ 感情・人格心理学 「人格心理学A」

ニ 神経・生理心理学 「生理心理学B」　または　「基礎心理学特殊講義１」　

ホ 社会・集団・家族心理学 「社会心理学B」

ヘ 発達心理学 「発達心理学A」　または　「心理学特殊講義１０」

ト 障害者・障害児心理学 「心理学特殊講義１」

イ 心理的アセスメント 「心理的アセスメント」

ロ 心理学的支援法 「臨床心理学A」　または　「心理学特殊講義４」　

ハ 心理演習 「心理演習１」　および　「心理演習２」　（両科目とも必要）

ニ 心理実習 「臨床心理学実習Ａ」　および　「臨床心理学実習B」　（両科目とも必要）

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義８」　注２）

ロ 福祉心理学 「心理学特殊講義５」

ハ 教育・学校心理学 「教育・学校心理学」

ニ 司法・犯罪心理学 「犯罪心理学A」

ホ 産業・組織心理学 「産業・組織心理学」

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義８」　注２）

ロ 人体の構造と機能及び疾病 「人体の構造と機能及び疾病」

ハ 精神疾患とその治療 「精神病理学A」

注１）この授業科目は平成３０年度新規開講科目です。必修科目の「心理学研究法１」「心理学研究法２」とは別科目です。

施行規則附則第３条

第１号
３科目

(第１号のイロハニホから)

第５号

１科目
（第４号の２科目のうちの１つが
イの場合は、第５号はロハから。

そうでなければイロハから。）

注２）この授業科目は、第４号イか第５号イのいずれか一方の科目にのみ該当させることができます。

第２号
４科目

(第２号のイロハニホヘトから)

第３号
２科目

(第３号のイロハニから)

第４号
２科目

(第４号のイロハニホから)
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《平成２７年度人間科学部心理学科入学者》

大学において修めることが必要な科目 該当する専修大学の授業科目名
科目数の要件

(授業科目の数ではありません)

イ 心理学概論 「心理学概論A」

ロ 臨床心理学概論 「心理学概論B」

ハ 心理学研究法 「心理学研究法」　注１）

ニ 心理学統計法 「心理学データ解析１A」

ホ 心理学実験 「心理学基礎実験１」

イ 知覚・認知心理学 「認知心理学A」　または　「知覚心理学A」　

ロ 学習・言語心理学 「学習心理学A」　または　「基礎心理学特殊講義９」

ハ 感情・人格心理学 「人格心理学A」

ニ 神経・生理心理学 「生理心理学B」　または　「基礎心理学特殊講義１」　

ホ 社会・集団・家族心理学 「社会心理学B」

ヘ 発達心理学 「発達心理学A」　または　「心理学特殊講義１０」

ト 障害者・障害児心理学 「心理学特殊講義１」

イ 心理的アセスメント 「心理的アセスメント」

ロ 心理学的支援法 「臨床心理学A」　または　「心理学特殊講義４」　

ハ 心理演習 「心理演習１」　および　「心理演習２」　（両科目とも必要）

ニ 心理実習 「臨床心理学実習Ａ」　および　「臨床心理学実習B」　（両科目とも必要）

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義８」　注２）

ロ 福祉心理学 「心理学特殊講義５」

ハ 教育・学校心理学 「教育・学校心理学」

ニ 司法・犯罪心理学 「犯罪心理学A」

ホ 産業・組織心理学 「産業・組織心理学」

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義８」　注２）

ロ 人体の構造と機能及び疾病 「人体の構造と機能及び疾病」

ハ 精神疾患とその治療 「精神病理学A」

注１）この授業科目は平成３０年度新規開講科目です。必修科目の「心理学研究法１」「心理学研究法２」とは別科目です。

施行規則附則第３条

第１号
３科目

(第１号のイロハニホから)

第５号

１科目
（第４号の２科目のうちの１つが
イの場合は、第５号はロハから。

そうでなければイロハから。）

注２）この授業科目は、第４号イか第５号イのいずれか一方の科目にのみ該当させることができます。

第２号
４科目

(第２号のイロハニホヘトから)

第３号
２科目

(第３号のイロハニから)

第４号
２科目

(第４号のイロハニホから)

9　－　3



《平成２６年度人間科学部心理学科入学者》

大学において修めることが必要な科目 該当する専修大学の授業科目名
科目数の要件

(授業科目の数ではありません)

イ 心理学概論 「心理学概論A」

ロ 臨床心理学概論 「心理学概論B」

ハ 心理学研究法 　　該当なし

ニ 心理学統計法 「心理学データ解析１A」

ホ 心理学実験 「心理学基礎実験１」

イ 知覚・認知心理学 「認知心理学A」　または　「知覚心理学A」　

ロ 学習・言語心理学 「学習心理学A」　または　　「基礎心理学特殊講義９」

ハ 感情・人格心理学 「人格心理学A」

ニ 神経・生理心理学 「生理心理学B」　または　「基礎心理学特殊講義１」　

ホ 社会・集団・家族心理学 「社会心理学B」

ヘ 発達心理学 「発達心理学A」　または　「心理学特殊講義１０」

ト 障害者・障害児心理学 「心理学特殊講義１」

イ 心理的アセスメント 　　該当なし

ロ 心理学的支援法 「臨床心理学A」　または　「心理学特殊講義４」　

ハ 心理演習 「臨床心理学実習Ａ」　および　「臨床心理学実習B」　（両科目とも必要）

ニ 心理実習 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義８」　注１）

ロ 福祉心理学 「心理学特殊講義５」

ハ 教育・学校心理学 　　該当なし

ニ 司法・犯罪心理学 「犯罪心理学A」

ホ 産業・組織心理学 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義８」　注１）

ロ 人体の構造と機能及び疾病 　　該当なし

ハ 精神疾患とその治療 「精神病理学A」

なお、平成３０年度以降に在学していた場合は、個別に対応いたしますので、お問い合わせください。

施行規則附則第３条

第１号
３科目

(第１号のイロハニホから)

第５号

１科目
（第４号の２科目のうちの１つが
イの場合は、第５号はロハから。

そうでなければイロハから。）

注１）この授業科目は、第４号イか第５号イのいずれか一方の科目にのみ該当させることができます。

第２号
４科目

(第２号のイロハニホヘトから)

第３号
２科目

(第３号のイロハニから)

第４号
２科目

(第４号のイロハニホから)
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《平成２２～２５年度人間科学部心理学科入学者》

大学において修めることが必要な科目 該当する専修大学の授業科目名
科目数の要件

(授業科目の数ではありません)

イ 心理学概論 「心理学概論A」

ロ 臨床心理学概論 「心理学概論B」

ハ 心理学研究法 　　該当なし

ニ 心理学統計法 「心理学データ解析１A」

ホ 心理学実験 「心理学基礎実験１」

イ 知覚・認知心理学 「認知心理学A」　または　「知覚心理学A」　

ロ 学習・言語心理学 「学習心理学A」　または　「基礎心理学特殊講義９」　

ハ 感情・人格心理学 「人格心理学A」　または　「基礎心理学特殊講義５」　注１）　

ニ 神経・生理心理学 「生理心理学B」　または　「基礎心理学特殊講義１」　

ホ 社会・集団・家族心理学 「社会心理学B」

ヘ 発達心理学 「発達心理学A」　または　「心理学特殊講義１０」　

ト 障害者・障害児心理学 「心理学特殊講義１」

イ 心理的アセスメント 　　該当なし

ロ 心理学的支援法 「臨床心理学A」　または　「心理学特殊講義４」

ハ 心理演習 「臨床心理学実習Ａ」　および　「臨床心理学実習B」　（両科目とも必要）

ニ 心理実習 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義８」　注２）

ロ 福祉心理学 「心理学特殊講義５」

ハ 教育・学校心理学 　　該当なし

ニ 司法・犯罪心理学 「犯罪心理学A」

ホ 産業・組織心理学 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義８」　注２）

ロ 人体の構造と機能及び疾病 　　該当なし

ハ 精神疾患とその治療 「精神病理学A」

なお、平成３０年度以降に在学していた場合は、個別に対応いたしますので、お問い合わせください。

施行規則附則第３条

第１号
３科目

(第１号のイロハニホから)

第５号

１科目
（第４号の２科目のうちの１つが
イの場合は、第５号はロハから。

そうでなければイロハから。）

注１）「基礎心理学特殊講義５」は平成２４年度～平成２６年度に開講した講義のみ該当します。なお、修得年度がご不明の場合は、個別に対応いたしますので、お問い合わせください。

注２）この授業科目は、第４号イか第５号イのいずれか一方の科目にのみ該当させることができます。

第２号
４科目

(第２号のイロハニホヘトから)

第３号
２科目

(第３号のイロハニから)

第４号
２科目

(第４号のイロハニホから)
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《平成１８～２１年度文学部心理学科入学者》

大学において修めることが必要な科目 該当する専修大学の授業科目名
科目数の要件

(授業科目の数ではありません)

イ 心理学概論 「心理学概論」

ロ 臨床心理学概論 　　該当なし

ハ 心理学研究法 　　該当なし

ニ 心理学統計法 「心理学データ解析Ⅰ」

ホ 心理学実験 「心理学基礎実験Ⅰ」

イ 知覚・認知心理学 「認知心理学」　または　「知覚心理学」　

ロ 学習・言語心理学 「学習心理学」　または　「基礎心理学特殊講義Ⅶ」　

ハ 感情・人格心理学 「人格心理学」　または　「基礎心理学特殊講義III」　注１）　

ニ 神経・生理心理学 「生理心理学」

ホ 社会・集団・家族心理学 「社会心理学」

ヘ 発達心理学 「発達心理学」　または　「発達臨床心理学」　

ト 障害者・障害児心理学 「心理学特殊講義Ⅰ」

イ 心理的アセスメント 　　該当なし

ロ 心理学的支援法 「臨床心理学」　または　「心理学特殊講義Ⅳ」

ハ 心理演習 「臨床心理学実習」

ニ 心理実習 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義Ⅷ」　注２）

ロ 福祉心理学 「心理学特殊講義V」

ハ 教育・学校心理学 　　該当なし

ニ 司法・犯罪心理学 「犯罪心理学」

ホ 産業・組織心理学 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義Ⅷ」　注２）

ロ 人体の構造と機能及び疾病 　　該当なし

ハ 精神疾患とその治療 「精神病理学」

施行規則附則第３条

第１号
３科目

(第１号のイロハニホから)

第５号

１科目
（第４号の２科目のうちの１つが
イの場合は、第５号はロハから。

そうでなければイロハから。）

注１）「基礎心理学特殊講義III」は平成２０年度～平成２６年度に開講した講義のみ該当します。なお、修得年度がご不明の場合は、個別に対応いたしますので、お問い合わせください。

注２）この授業科目は、第４号イか第５号イのいずれか一方の科目にのみ該当させることができます。

第２号
４科目

(第２号のイロハニホヘトから)

第３号
２科目

(第３号のイロハニから)

第４号
２科目

(第４号のイロハニホから)
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《平成１３～１７年度文学部心理学科入学者》

大学において修めることが必要な科目 該当する専修大学の授業科目名
科目数の要件

(授業科目の数ではありません)

イ 心理学概論 「心理学概論」

ロ 臨床心理学概論 　　該当なし

ハ 心理学研究法 　　該当なし

ニ 心理学統計法 「心理学データ解析」

ホ 心理学実験 「心理学基礎実験Ⅰ」

イ 知覚・認知心理学 「認知心理学」　または　「知覚心理学」　

ロ 学習・言語心理学 「学習心理学」　または　「基礎心理学特殊講義Ⅶ」　

ハ 感情・人格心理学 「人格心理学」　または　「基礎心理学特殊講義Ⅲ」　

ニ 神経・生理心理学 「生理心理学」

ホ 社会・集団・家族心理学 「社会心理学」

ヘ 発達心理学 「発達心理学」　または　「心理学特殊講義Ⅱ」

ト 障害者・障害児心理学 「心理学特殊講義Ⅸ」

イ 心理的アセスメント 「心理学特殊講義Ⅲ」

ロ 心理学的支援法 「臨床心理学」　または　「心理学特殊講義Ⅳ」　

ハ 心理演習 「臨床心理学実習」

ニ 心理実習 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義Ⅷ」　注１）

ロ 福祉心理学 「心理学特殊講義V」

ハ 教育・学校心理学 　　該当なし

ニ 司法・犯罪心理学 「心理学特殊講義Ⅰ」

ホ 産業・組織心理学 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義Ⅷ」　注１）

ロ 人体の構造と機能及び疾病 　　該当なし

ハ 精神疾患とその治療 「精神病理学」

施行規則附則第３条

第１号
３科目

(第１号のイロハニホから)

第５号

１科目
（第４号の２科目のうちの１つが
イの場合は、第５号はロハから。

そうでなければイロハから。）

注１）この授業科目は、第４号イか第５号イのいずれか一方の科目にのみ該当させることができます。

第２号
４科目

(第２号のイロハニホヘトから)

第３号
２科目

(第３号のイロハニから)

第４号
２科目

(第４号のイロハニホから)
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《平成８～１２年度文学部心理学科入学者》

大学において修めることが必要な科目 該当する専修大学の授業科目名
科目数の要件

(授業科目の数ではありません)

イ 心理学概論 「心理学概論」

ロ 臨床心理学概論 　　該当なし

ハ 心理学研究法 　　該当なし

ニ 心理学統計法 「心理学データ解析」

ホ 心理学実験 「心理学基礎実験Ⅰ」

イ 知覚・認知心理学 「認知心理学」　または　「知覚心理学」　

ロ 学習・言語心理学 「学習心理学」　または　「基礎心理学特殊講義VIII」　

ハ 感情・人格心理学 「人格心理学」　または　「基礎心理学特殊講義IV」　

ニ 神経・生理心理学 「生理心理学」

ホ 社会・集団・家族心理学 「社会心理学」

ヘ 発達心理学 「発達心理学」　または　「心理学特殊講義Ⅱ」　

ト 障害者・障害児心理学 「心理学特殊講義Ⅸ」

イ 心理的アセスメント 「心理学特殊講義Ⅲ」

ロ 心理学的支援法 「臨床心理学」　または　「心理学特殊講義Ⅳ」　

ハ 心理演習 「臨床心理学実習」

ニ 心理実習 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義Ⅷ」　注１）

ロ 福祉心理学 「心理学特殊講義Ⅴ」

ハ 教育・学校心理学 　　該当なし

ニ 司法・犯罪心理学 「心理学特殊講義Ⅰ」

ホ 産業・組織心理学 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「心理学特殊講義Ⅷ」　注１）

ロ 人体の構造と機能及び疾病 　　該当なし

ハ 精神疾患とその治療 「精神病理学」

施行規則附則第３条

第１号
３科目

(第１号のイロハニホから)

注１）この授業科目は、第４号イか第５号イのいずれか一方の科目にのみ該当させることができます。

第２号
４科目

(第２号のイロハニホヘトから)

第３号
２科目

(第３号のイロハニから)

第４号
２科目

(第４号のイロハニホから)

第５号

１科目
（第４号の２科目のうちの１つが
イの場合は、第５号はロハから。

そうでなければイロハから。）

9　－　8



《平成６・７年度文学部人文学科入学者》

大学において修めることが必要な科目 該当する専修大学の授業科目名
科目数の要件

(授業科目の数ではありません)

イ 心理学概論 「心理学概論」

ロ 臨床心理学概論 　　該当なし

ハ 心理学研究法 　　該当なし

ニ 心理学統計法 「心理学統計法」
ホ 心理学実験 「心理学基礎実験」

イ 知覚・認知心理学 「認知心理学」　または　「知覚心理学」　

ロ 学習・言語心理学 「学習心理学」　または　「基礎心理学特殊講義Ⅷ」　注１）　

ハ 感情・人格心理学 「人格心理学」　または　「基礎心理学特殊講義Ⅳ」　

ニ 神経・生理心理学 「生理心理学」

ホ 社会・集団・家族心理学 「社会心理学」

ヘ 発達心理学 「発達心理学」　または　「応用心理学特殊講義Ⅱ」　
ト 障害者・障害児心理学 「障害児心理学」

イ 心理的アセスメント 「応用心理学特殊講義Ⅲ」　注２）　

ロ 心理学的支援法 「臨床心理学」　または　「応用心理学特殊講義IV」

ハ 心理演習 　　該当なし

ニ 心理実習 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「応用心理学特殊講義Ⅷ」　注３）　注５）

ロ 福祉心理学 「応用心理学特殊講義V」  注４）

ハ 教育・学校心理学 　　該当なし

ニ 司法・犯罪心理学 「応用心理学特殊講義Ⅰ」

ホ 産業・組織心理学 　　該当なし

イ 健康・医療心理学 「応用心理学特殊講義Ⅷ」　注３）　注５）　

ロ 人体の構造と機能及び疾病 　　該当なし

ハ 精神疾患とその治療 「精神病理学」

施行規則附則第３条

第１号
３科目

(第１号のイロハニホから)

注５）この授業科目は、第４号イか第５号イのいずれか一方の科目にのみ該当させることができます。

第５号

１科目
（第４号の２科目のうちの１つが
イの場合は、第５号はロハから。

そうでなければイロハから。）

注１）「基礎心理学特殊講義Ⅷ」は平成１１年度に山下清美助教授、平成１３年度に岩立志津夫兼任講師が開講した講義のみ該当します。
　　　なお、修得年度がご不明の場合は、個別に 対応いたしますので、お問い合わせください。

注２）平成１１年度に岡部祥平教授、平成１３年度に吉田弘道教授が開講した講義のみ該当します。
　　　なお、修得年度がご不明の場合は、個別に対応いたしますので、お問い合わせ ください。

注３）平成１１年度に高畠克子兼任講師、平成１３年度に大橋靖史兼任講師が開講した講義のみ該当します。
　　　なお、修得年度がご不明の場合は、個別に対応いたしますので、お問い合わせください。

注４）平成１０年度及び平成１４年度に宮森孝史助教授、平成１２年度に坂爪一幸助教授が開講した講義のみ該当します。
　　　なお、修得年度がご不明の場合は、個別に対応いたしますので、お問い合わせください。

第２号
４科目

(第２号のイロハニホヘトから)

第３号
２科目

(第３号のイロハニから)

第４号
２科目

(第４号のイロハニホから)
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